
一般財源

51,505,000 28,176,707 19,300,000 8,876,707

成

果

実
績
値

道路維持車両等の点検管理を行った。道路維持作業補助車両（軽ダン
プ）、小型ハンドガイド除雪機及び小型ロータリー除雪車を購入した。

車検　　　　　　９台
特定自主検査　　５台
道路維持作業補助車両
　　　　　　　　９台
小型ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ除雪機
　　　　　　　　９台
歩道用小型ﾛｰﾀﾘ除雪車
（繰越）　　　　１台

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事 業 名 車両管理費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

道路維持車両等の点検管理を行う。道路維持作業補助車両（軽ダン
プ）、小型ハンドガイド除雪機及び小型ロータリー除雪車を購入する。

車検　　　　　　９台
特定自主検査　　５台
道路維持作業補助車両
　　　　　　　　９台
小型ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ除雪機
　　　　　　　　９台
歩道用小型ﾛｰﾀﾘ除雪車
　　　　　　　　１台

一般財源

193,476,000 152,652,745 9,500,000 337,919 142,814,826

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

事
業
内
容

計
画
値

　道路及び水路は地域住民の暮らしを支え、豊かな地域社会の形状を図る
上で重要な施設であるため、破損箇所又は通行上支障のある箇所の維持補
修及び除雪等の委託により通行の確保に努める。

　・除草等業務委託
　・道路維持補修工事
　・敷き砂利等維持補修
　・除雪等業務委託

市道改良率　　46.5％
除草等　　　　　12件
維持補修　　　　70件
敷き砂利等維持補修除
雪等　　　　　11工区

成

果

実
績
値

　道路及び水路の破損箇所又は通行上支障のある箇所の補修、修繕、維持
管理により、機能を回復することで、安全な通行の確保、快適な生活基盤
づくりに寄与した。

　・除草等業務委託　　　　12件
　・道路維持補修工事　　　75件
　・敷き砂利等維持補修
　・除雪等業務委託　　　　11工区

市道改良率　　48.2％
除草等　　　　　12件
維持補修　　　　75件
敷き砂利等維持補修除
雪等　　　　　11工区

２ 目 道 路 維 持 費

事 業 名 市道等管理費 単位：円

８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費
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８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ２ 目 道 路 維 持 費

事 業 名 橋梁修繕計画作成事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　長寿命化修繕計画事業補助要綱に基づき計画を策定する。 目視点検　　　　62橋
報告書作成　　　62橋

成

果

実
績
値

　62橋の目視点検を行い、報告書を作成をした。 目視点検　　　　62橋
報告書作成　　　62橋

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

13,500,000 8,838,900 4,419,450 4,419,450

事 業 名 道と川の市民協働推進事業 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

豊かな自然環境の保全と安全・安心で衛生的な生活環境の維持を図ると
ともに、市民と行政の協働意識の啓発に資することを目的に２事業を実施
する。
市管理道路の草刈り等は、行政区ごとに通行の利便と良好な景観の確保

を図るため、道路沿線の草刈り、ゴミ拾い、除雪等の維持活動を行う。
市内一斉河川清掃は、出水時の水害防止、環境整備奉仕活動の時代への

継承のため、河川敷内の草刈り等の清掃活動を行政区ごとに実施する。河
川清掃は、県管理の一級河川の維持修繕業務委託の県委託金を充当する。

道路環境整備参加者
　　　　　　11,000人
市内河川清掃参加者
　　　　　   8,500人

成

果

実
績
値

県単河川維持修繕業務委託により3,258,150円の県委託金を収入し、市
管理道路分の市単補助と合わせて5,508,150円を、市環境整備協力会に補
助金として支出し、各行政区には5,521,639円が交付された。
また、道路環境整備、河川清掃等の自治会活動全般を対象とした賠償責

任保険に加入し、1,032,760円の掛金を支出した。
参加者は前年度と比較して道路環境整備で948人、河川清掃で196人の減

となっているが、人口が減少する中で引き続き多くの市民が参加してい
る。また、児童生徒の参加で、自然環境や生活環境を市民自ら保全する市
民協働意識の継承が図られた。

道路環境整備参加者
　　　　　  10,482人
市内河川清掃参加者
　　　　　   8,385人

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

7,089,000 6,810,910 3,258,150 3,000,000 552,760
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８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ２ 目 道 路 維 持 費

事 業 名 市道リフレッシュ事業(経済交付金)(繰越明許費) 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　歩車道の維持管理を実施する。
　・上組町青笹線
　　…　工事請負費　L=1,186m　舗装　A=2,000㎡
　・稲荷下中央線
　　…　工事請負費　L=1,301m　舗装　A=2,820㎡

上組町青笹線
　延長　　   1,186ｍ
　施工面積   2,000㎡
稲荷下中央線
　延長　　   1,301ｍ
　施工面積   2,820㎡

成

果

実
績
値

　歩車道の維持管理を行った。
　・上組町青笹線
　　…　工事請負費　L=1,186m　舗装　A=2,000㎡
　・稲荷下中央線
　　…　工事請負費　L=1,301m　舗装　A=2,820㎡

上組町青笹線
　延長　　   1,186ｍ
　施工面積   2,000㎡
稲荷下中央線
　延長　　   1,301ｍ
　施工面積   2,820㎡

目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

道 路 新 設 改 良 費

一般財源

50,000,000 43,147,650 35,000,000 8,147,650

事 業 名 大工町駒木線道路整備調査事業費 単位：円

８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ３

事
業
内
容

計
画
値

　市道大工町駒木線の歩道の拡幅整備を実施する。
　・用地測量建物調査

市道舗装率　　45.6％
用地測量建物調査

成

果

実
績
値

　用地測量建物調査を実施した。
　・用地測量　2.3ha
　・建物調査　11戸

市道舗装率　　45.6％
用地測量建物調査

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

3,500,000 3,498,600 3,498,600
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８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ３ 目 道 路 新 設 改 良 費

事 業 名 粡町線改修事業費（交付金） 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　道路側溝の老朽化に伴い、側溝の入替を実施する。 施工延長　　 433.7ｍ

成

果

実
績
値

　道路側溝の入替を実施し、事業が完了した。 施工延長　　 433.7ｍ

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

30,529,000 27,878,550 17,030,000 10,848,550

事 業 名 二日町小友線道路新設改良事業費（過疎） 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　市道二日町小友線の改良舗装を実施する。
　・用地補償

市道舗装率　　45.6％
用地買収(842㎡) １件

成

果

実
績
値

　用地買収を実施した。
　・用地補償

市道舗装率　　45.6％
用地買収(842㎡) １件

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

4,999,000 126,300 126,300
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８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ３ 目 道 路 新 設 改 良 費

事 業 名 駅前再開発市道改良事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　駅前の観光ターミナル施設となる観光交流センターや商業拠点となるま
ちおこしセンターの整備など、新規施設の整備に併せ市道の改修を進め
る。
・新穀町通り線（歩道改修・融雪）
・遠野駅前通り線（歩道改修・融雪）
・遠野駅前通り東線（歩道改修・融雪）

・新穀町通り線
　 L= 68.5m、A= 68㎡
・遠野駅前通り線
　 L=121.5m　A=280㎡
・遠野駅前通り東線
　 L= 30.6m　A= 77㎡

成

果

実
績
値

　駅前の観光ターミナル施設となる観光交流センターや商業拠点となるま
ちおこしセンターの整備など、新規施設の整備に併せ市道の改修を実施し
た。
・新穀町通り線（歩道改修・融雪）
・遠野駅前通り線（歩道改修・融雪）
・遠野駅前通り東線（歩道改修・融雪）

・新穀町通り線
　 L= 68.5m、A= 68㎡
・遠野駅前通り線
　 L=121.5m　A=280㎡
・遠野駅前通り東線
　 L= 30.6m　A= 77㎡

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

58,200,000 55,080,900 51,200,000 3,880,900

事 業 名 生活に身近な道づくり事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

集落内の市民に密着した道路を「生活に身近な道づくり(第３期)計画
(H23-25)」にまとめ、これに基づき市民生活の基盤づくりを行う。
　・路線数17路線

柏崎線外　　  ３路線

成

果

実
績
値

　道路の改良舗装工事を行った。
　・柏崎線道路改良舗装工事
　・番屋線道路改良工事
　・迷岡線舗装工事
　・長崎１号線道路改良舗装工事

柏崎線外　　  ３路線
　
　　　完了　  ３路線
　　　継続　  １路線

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

46,731,000 44,602,754 28,600,000 10,400,000 5,602,754
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８ 款 土 木 費 ２ 項 道 路 橋 梁 費 ３ 目 道 路 新 設 改 良 費

事 業 名 生活に身近な道づくり事業費(旧地活交)(繰越明許費) 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　集落内の市民に密着した道路を「生活に身近な道づくり(第２期)計画
(H20-22)」にまとめ、これに基づき市民生活の基盤づくりを行う。
　・路線数17路線

柏崎線

成

果

実
績
値

　道路の改良舗装工事を行った。
　・柏崎線道路改良舗装工事

柏崎線　　　　  継続

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

5,170,000 5,169,900 1,349,000 3,820,900

事 業 名 交通安全対策特別事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

自動車の普及が一段と進み、それに伴い交通事故等が増加傾向にあるこ
とから、交通事故防止を図るために、交通安全施設の整備に努める。

　視線誘導標、防護柵、区画線等の設置

整備箇所　    10カ所

成

果

実
績
値

　交通安全施設の新設を実施した。

区画線 5,999m(14路線)、防護柵73m(４路線)、視線誘導標55本(４路
線)、カーブミラー６基(４路線)

整備箇所　    26カ所

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

5,727,000 4,896,150 4,885,000 11,150
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８ 款 土 木 費 ４ 項 都 市 計 画 費 ２ 目 土地区画整理事業費

事 業 名 稲荷下第二地区土地区画整理事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

中心市街地の周辺において、無秩序な宅地化が進行し、都市機能の停滞
や生活環境の悪化をもたらしていることから、良好な住環境を形成する道
路及び公園を計画的に配置し、有効的な土地利用と健全なまちづくりを進
める。
　全体概要　　施行面積　A=19.7ha
　　　　　　　都市計画道路　W=9.0～12.0m　L=1834.5m
　　　　　　　区画道路　W=1.5～10.0m　L=3,532.2m
　　　　　　　公園　A=6,100㎡、建物移転戸数146戸

都市計画道路
　　　　延長　 160ｍ
区画道路
　　　　 延長  447ｍ
建物等移転補償
　　　　　　  　17件

成

果

実
績
値

良好な住宅地形成のため建物等移転補償を行うとともに道路を築造舗装
し、安全で快適な住環境を整備した。
　次年度に道路整備及び物件等移転補償14戸を繰越した。

　・都市計画道路整備　延長L=97.1m
　・区画道路整備　延長L=186.5m
　・物件等移転補償　建物移転戸数　19戸　（うちH22繰越分9戸）

都市計画道路
　　　延長　  97.1ｍ
区画道路
　　  延長　 186.5ｍ
建物等移転補償
　　　　　　　  19件

目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

都 市 再 生 費

一般財源

463,178,000 283,926,840 194,455,000 89,471,840

事 業 名 生活に身近な快適環境整備事業費（稲荷下地区・住宅） 単位：円

８ 款 土 木 費 ４ 項 都 市 計 画 費 ４

事
業
内
容

計
画
値

土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区、東舘町、浜峠地区内
の身近な生活環境を向上させ、良好な住宅地を形成するとともに、市街地
近郊の人口定住を促進するため公営住宅を整備する。

・市営住宅整備（稲荷下第二地区）　32戸
・市営住宅建設監理業務委託

市営住宅整備
　　　　　  ９棟12戸

成

果

実
績
値

土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区に市営住宅を整備し
た。

・標準タイプ住宅　６棟６戸
・高齢者対応住宅　３棟６戸
・稲荷下住宅用地取得

市営住宅整備
　　　　　  ９棟12戸
市営住宅用地取得
　　　　  2,699.61㎡

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

300,711,000 286,391,498 125,902,000 10,002,000 150,487,498
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８ 款 土 木 費 ４ 項 都 市 計 画 費 ４ 目 都 市 再 生 費

事 業 名 生活に身近な快適環境整備事業費（稲荷下）（繰越明許費） 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区、東舘町、浜峠地区内
の身近な生活環境を向上させ、良好な住宅地を形成するとともに、市街地
近郊の人口定住を促進するため公営住宅を整備する。

・市営住宅整備（稲荷下第二地区）　32戸
・市営住宅実施設計業務委託

市営住宅整備
　　　　　  ２棟３戸

成

果

実
績
値

　土地区画整理事業を実施している稲荷下第二地区に市営住宅を整備し
た。

・標準タイプ住宅　１棟１戸
・高齢者対応住宅　１棟２戸

市営住宅整備
　　　　　  ２棟３戸

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

62,500,000 59,814,076 24,898,000 34,916,076

事 業 名 生活に身近な快適環境整備事業費（八幡地区・住宅） 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

老朽化が進んでいる市営八幡住宅を福祉住宅として改修整備し、高齢者
等安心で、快適に生活できる環境を整備する。

　・改修工事　１棟４戸

八幡市営住宅改修工事
　　　　　　１棟４戸

成

果

実
績
値

　老朽化が進んでいる市営八幡住宅を福祉住宅として改修した。 八幡市営住宅改修工事
　　　　　　１棟４戸

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

29,940,000 27,842,850 12,000,000 5,337,000 10,505,850
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８ 款 土 木 費 ４ 項 都 市 計 画 費 ４ 目 都 市 再 生 費

事 業 名 生活に身近な快適環境整備事業費（八幡）（繰越明許費） 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

老朽化が進んでいる市営八幡住宅を福祉住宅として改修整備し、高齢者
等安心で、快適に生活できる環境を整備する。

　・改修工事　１棟５戸

八幡市営住宅改修工事
　　　　　　１棟５戸

成

果

実
績
値

　老朽化が進んでいる市営八幡住宅を福祉住宅として改修した。 八幡市営住宅改修工事
　　　　　　１棟５戸

目

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

住 宅 管 理 費

一般財源

28,526,000 27,057,450 11,250,000 15,807,450

事 業 名 市営住宅管理費 単位：円

８ 款 土 木 費 ５ 項 住 宅 費 １

事
業
内
容

計
画
値

　市営住宅の維持補修等により、市民生活の環境の充実を図る。 市営住宅整備戸数
　　　　　 　  446戸
維持修繕

成

果

実
績
値

　市営住宅の修理、補修工事、遊具の保守点検を行った。 市営住宅整備戸数
　　　　　 　  461戸
維持修繕　　   138件
　　　   5,141,981円
住宅火災保険
　　　   1,096,622円

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

8,545,000 7,382,648 7,382,648
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８ 款 土 木 費 ５ 項 住 宅 費 １ 目 住 宅 管 理 費

事 業 名 被災住宅復旧助成事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

　東日本大震災により被災した住宅の早期復旧を支援するため、市民が被
災住宅の復旧工事に要した経費に対し、補助金を交付する。

被災住宅の復旧
　　　　　　　 100戸

成

果

実
績
値

　東日本大震災により被災した住宅を復旧する市民に対して補助金を交付
し、安全な住環境の復旧に寄与した。
　年度内に完了が見込まれない19戸を次年度に繰越した。

　　交付戸数　57戸

被災住宅の復旧
　　　　　　 　 57戸

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

10,000,000 3,891,000 3,891,000

事 業 名 生活再建住宅支援事業費 単位：円

事
業
内
容

計
画
値

東日本大震災により被災した住宅及び宅地の早期復興を支援するため、
市民または転居者へ住宅の建築等に要する借入れの債務に係る利子及び被
災住宅等の工事に要する経費に対し、補助金を交付する。

被災住宅の補修
　　　　　　　  45戸

成

果

実
績
値

東日本大震災により被災した住宅を補修する被災者に対して補助金を交付
し、安全な住環境の復旧に寄与した。

　戸数　44戸

被災住宅の補修
　　　　　　　  44戸

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一般財源

11,119,000 10,839,000 10,839,000
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